
  



 

今月は、国語の教科書などで誰しもが一度は目にし

たことがある宮沢賢治の「雨ニモマケズ」を紹介しま

す。原文はカタカナが使われていますが、読みやすい

ようにひらがなに直したものを掲載いたします。 

この「雨ニモマケズ」は宮沢賢治の没後に手帳の中

から発見されたもので、自分自身に向けて書かれたも

のと言われています。また、「雨ニモマケズ」にはモデ

ルがいるとされています。その人は花巻市に在住のク

リスチャンで名前を斉藤宗次郎という人だそうです。

この当時はクリスチャンであると言うことだけで迫害

を受ける時代で、彼の娘はエスカレートしたクリスチ

ャンの迫害によって死んでしまったそうです。それで

も彼はくじけることなく神に祈り続け、子供に会った

らアメ玉をやり、仕事の合間には病気の人のお見舞い

をし、励まし、祈り続けたそうです。彼は雨の日も、

風の日も、雪の日も休むことなく、町の人達のために

祈り、働き続けたそうです。宮沢賢治はまさにこの人

のことを思い、目立たないにも高い理想と平和や安定への強い意志を持った人「そういう者に私

はなりたい」と生き方への強い意思表明を示したもと感じられます。世界の平和無くして自分の

平和はないと考え、強い願いと祈りの言葉のようなものさえ感じ取れます。宮沢賢治は生前、貧

しい農村で働く人たちを助けるべく重労働がたたり、身体を壊し享年３７歳の若さで他界されま

した。まさにこの生き方を貫いた人と考えます。 

今の時代、無欲に人のためにこれだけ努力する人を探し当てることはできるでしょうか。 

私もいつか、人のよろこびのために汗を流せる「そういう者に私はなりたい」と、生きたい。 
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行ってこわがらなくてもいいといい 

北にけんかやそしょうがあれば 

つまらないからやめろといい 

ひでりのときはなみだをながし 

さむさのなつはオロオロあるき 

みんなにデクノボーとよばれ 
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